同志社大学体育会規約

　　　　　　　第 １ 章　　総 　　則

第 １ 条　　本会は同志社大学体育会と称する。

第 ２ 条　　本会は同志社大学設立の趣旨に基づき、学生スポーツの健全なる発展と向上をはかり、同志社大学教育の完成に寄与することを目的とする。

第 ３ 条　　本会の事務所は同志社大学学生会館２２６号室（京都市上京区上立売通新町西入西大路町６１の１）に置く。

　　　　　　第 ２ 章　　事　　 業

第 ４ 条　　本会はその目的（第２条）を達成する為に左の事業を行う。

１．同志社大学の保健、体育の強化充実について意見を述べ、対策に協力し、その発展向上をはかる。

２．加盟各部（第５条）相互の団結強化と親睦をはかる。

３．スポーツフェスティバルその他の事業を実施し、又は援助する。

4． 定期戦、各種目別競技会及び国際試合に選手を派遣する。

第 ３ 章　　組　　 織

第 ５ 条　　本会は本会に登録したる団体および本会が設置したる機関をもって組織する。

第 ６ 条　　会員は同志社大学に学籍を有する者で、本会に登録したる団体に所属し、会員登録をしたる者をもって構成する。但し、第２７条、第２８条に定める役員は除く。同志社大学大学院生及び、同志社女子大学生は、準会員として認める。

　　　　　　  

第 ４ 章　  機　　 関

第 ７ 条    本会に左の機関を設ける。

１．総　　会　　２．主将主務会議　　３．常任委員会　　４．資格審査委員会　　５．会計会議　　６．施設委員会　　７．活動準備金運営委員会

８．機関紙同志社スポーツアトム編集局　　９．特別委員会

第 ８ 条　　総会は本会の最高決議機関であり、本会会員（第６条）の過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数をもって議決する。

第 ９ 条　　総会は各年次に一回委員長が招集する。

第１０条　　主将主務会議（第１３条）に於いて総会の召集を要請したる場合は委員長が

これを召集する。

（１）

第１１条　　委員長が必要と認めた場合、主将主務会議の議決を得て総会を招集することができる。

第１２条　　総会が止むを得ざる理由により成立せざる時は、当該事項を主将主務会議（第１３条）で議決する。

第１３条　　主将主務会議は本会の決議機関であり、各部主将もしくは主務をもって構成し、３分の２以上の部の出席をもって成立する。但し代理は原則として次期主将もしくは主務に限る。傍聴は制限しない。

第１４条　　主将主務会議の議事は出席部の過半数を以って議決する。但し賛否同数の場合は議長がこれを決定する。

第１５条　　常任委員会は原則として２年次生以上の各年次生５名以上を以って構成し、本会の業務を執行する。

第１６条　　常任委員会に会計、総務、情宣、渉外、施設、庶務を設ける。但し必要に応じて他の役職を設置することができる。

第１７条　　常任委員会は主将主務会議に議題を提出し、主将主務会議の議決により、主将主務会議の協力を得てその決議事項を執行する。

第１８条　　資格審査委員会は原則として常任委員会の推挙したる委員により構成し、第８章並びに第９章の規定にかかわる事項について審議するがその他必要のある事項についても審議することがある。

第１９条　　資格審査委員会は資格審査委員長の要請があった場合に開催する。

第２０条　　会計会議は各部会計担当者を以って構成し、本会の会計に関する事項を審議する。

第２１条　　会計会議は大学補助予算の公正なる各部配分を行い、主将主務会議を経て大学の承認を受けるものとする。

第２２条　　施設委員会は原則として常任委員会の推挙したる委員により構成し、本会が使用する同志社大学各種体育施設の管理及び充実発展をはかる。

第２３条　　活動準備金運営委員会は主将主務会議の推挙したる委員並びに常任委員若干名をもって構成し、運営委員長、同副委員長を互選のうえ、活動準備金の運営を司る。

第２４条　　機関紙同志社スポーツアトム編集局は本会の情宣機関として、広く学内外に本会のための情宣活動を行う。

第２５条　　特別委員会は主将主務会議の決議により設けられ、特別業務を遂行する。

第 ５ 章　　役　　　員　　　

第２６条　　本会は左の役員を置く。

（２）

１．会長　　２．顧問　　３．委員長　　４．副委員長　　５．会計部長

　　　　　　　６．総務部長　　７．情宣部長　　８．渉外部長　　９．施設部長

　　　　　　１０．常任委員

第２７条　　会長は同志社大学専任教員のうちより適任者に委嘱し、会長は本会を統括する。また、会長が必要と認めたるときは副会長を置くことができる。副会長は会長が同志社大学専任教員の内より適任者に委嘱し、副会長は会長を補佐し、本会を統括する。

第２８条　　顧問はスポーツ支援課長とし、本会に関する諸問題に対し、助言を与える。

第２９条　　委員長は本会を代表して会務を統括し、主将主務会議、常任委員会の議長となる。

第３０条　　委員長は毎年１２月、常任委員会の推挙により新委員長を指名し主将主務会議もしくはリーダーズキャンプで決定する。

第３１条　　委員長は常任委員の内より第１６条に定めたる役員を任命し、副委員長、会計部長等を常任委員の内より指名する。

第３２条　　副委員長は委員長を補佐し委員長不在の場合はその代理をつとめる。

第３３条　　会計部長は本会の会計業務を行う。

第３４条　　常任委員は体育会々員の内より主将主務会議の承認を得たるものが就任し第１７条の任務を執行する。

第３５条　　常任委員の任期は１０月１日より翌年９月末日までの１ヵ年とする。但し再任は妨げない（但し２年次生についてはその限りではない）。

第３６条　　常任委員は主将主務会議における投票権を有しない。

第３７条　　常任委員は原則として所属部に部籍を有するが、原則として各部役員になることはできない。

第３８条　　委員長及び常任委員は左記の場合辞任しなければならない。

1． 主将主務会議に於いて委員長不信任が成立したる場合（総辞職）

2． 主将主務会議に於いて特定の常任委員の不信任が成立した場合、その委員は辞任しなければならない。

第３９条　　主将主務会議は委員長の不信任が成立したる場合、本会々員中より新委員長を指名する。委員長に指名された者は新常任委員を指名し、主将主務会議の承認を得る。その任期は委員長、常任委員共、前任者の残任期間とする。

第４０条　　常任委員が辞任する場合は主将主務会議の同意を必要とする。

第　６　章　　各部役員

第４１条　　各部は左の役員を置く。

　　　　　　１．部長　　２．副部長　　３．監督　　４．コーチ　　５．主将

（３）

　　６．主務　　７．会計

第４２条　　部長は同志社大学の専任教員とし、各部に対して精神的助言並びに指導を行う。

第４３条　　部長は一部一名とし、二部以上の兼任は認めない。

第４４条　　各部は必要に応じて本学の専任教職員の副部長を置くことができる。副部長は部長を補佐する。

第４５条　　監督は技術的指導の他、各部の運営を監督するものとし、原則として同志社大学を卒業学校とする者とする。

第４６条　　コーチは監督を補佐し、各部に対して技術的精神的助言並びに指導を行う。

第４７条　　各部主将・主務は主将主務会議を構成する。

第４８条　　各部主将・主務の選任はその部の権限に属するが、主将主務会議に於ける発言は全部員の代表とみなす。

第４９条　　各部に於いて主将・主務・会計の他若干名の役員を置くことができる。

第５０条　　各部役員は任期終了後も後任者が就任するまでその職務を行う。但し辞任の場合はこの限りではない。

第 ７ 章　　会　　計

第５１条　　本会の経費は左に掲げるものでまかなう。

1． 同志社大学より交付される補助金

2． 事業収入

3． 寄付金

4． 活動準備金

第５２条　　本会の会計年度は毎年１月１日より１２月末日とする。

第５３条　　本会は主将主務会議の議決を得て、第２条の目的達成及び第４条の事業遂行の為に使用する財源を募集することができる。

第 ８ 章　　賞　　罰

第５４条　　各年度に於いて優秀なる成績を収めたる部及び個人は、その年度の体育会表彰式（大学共催）に於いて表彰する。

第５５条　　優秀な部及び個人は常任委員会が推薦し、資格審査委員会で選出する。

第５６条　　部が本会にふさわしくないと認めたる場合は資格審査委員会に於いてその事実を調査したる後、直ちに適切なる処分を行う。

第５７条　　本会々員にして本会の目的を達成するに不都合な行為があった場合、及び本会々会員として恥ずべき行為をなしたる場合は資格審査委員会に於いて、その事実を調査したる後、責任の所在を明確にして適切な処分を行う。

（４）

第５８条　　本会々員にして所属部で除名された者は再び本会々員になることはできない。但し自らの退部の場合はこの限りでない。

第５９条　　資格審査委員会の決定は主将主務会議に於いて報告し、承認を得なければならない。

第 ９ 章　　加盟・脱退・廃部

第６０条　　本会に加盟を希望する団体は常任委員会、資格審査委員会にその主旨を申請しなければならない。

第６１条　　資格審査委員会は、申請を受けたる後、審査をし、主将主務会議で採決をとらねばならない。

第６２条　　資格審査委員会は主将主務会議での採決の後、総会で報告し、３年間加盟希望団体について審議しなければならない。

第６３条　　資格審査委員会は受請後、加盟を認可できないと判断したる場合は主将主務会議の承認を得て加盟を否決できる。

第６４条　　資格審査委員会で加盟を否決された団体は、その日より向こう１年間加盟を申請できない。

第６５条　　資格審査委員会が３年間の審議の後、加盟を認可した場合は主将主務会議の承認を得て加盟を決定する。

第６６条　　加盟希望団体は３年の申請期間中、月間スケジュールその他資格審査委員会、常任委員会で必要と認めた書類を提出しなければならない。

第６７条　　本会を脱退せんとする部は常任委員会、資格審査委員会にその主旨を申請し、主将主務会議に於いて可決されなければならない。

第６８条　　本会より脱退及び除籍された部が復帰する場合は第６０条の条項を適用し、新しく加盟に関する手続きを行う。

第６９条　　部員数が皆無となった場合、又は活動が行えなくなった場合その部は廃部もしくは、休部とする。

　　　　　　付　　則

第７０条　　本会は監督会、スポーツユニオンと共に同志社スポーツ連絡協議会を形成する。

第７１条　　本会は必要に応じ部長会、監督会、スポーツユニオンに助言を求めることができる。

第７２条　　本会の規約を改正するには資格審査委員会に於いて審議し、主将主務会議に於いて議決することが必要である。

第７３条　　本規約は２００５年４月１日より発効する。

（５）

